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"J(i)- -(1/To+(Q+V上 室FJr,-∫)P)'"J二号Jr1-,'P●"JA(i)●8{49 (1)
で与えられるo (To;自然寿命, Q,V,rj- ∫ ; 消光,振動緩和及び個別回転緩和の
レート,P ･,ガス圧力, A o,励起波形 )
〃｡9の過剰部分 〃′は(1)の t iの逆数を寿命とし,それを除く∬Jの和は (1/丁｡+(¢49
+V)p｢ 1で減衰する｡各々,高分解能でのN49-N5.,低分解能スペクトル (Fig.1)
の積分値として,寿命 Tを求めl/T-Pのプロットから各緩和レート(Tablel,2)が得ら
れる｡衝突断面積 o(- √妄右京有 ×rate)はTable2.に示す｡ Oは温度とともに増加
する傾向が見られるが,これは真のArとの衝突断面積の増加に加え,金属Ba蒸気圧自
α
体が e TとP(ヒー トパイプ特性 )に比例して増したためのB｡との衝突の項が加わっ
ていると考えられる｡
Ⅳ.定常状態スペクトルによる解析
Ⅱで回転緩和全断面積 ㌔9を得たが,個別的に ㌔ ーJ を求めるのは実際上不可能であ




oJ2-Jl-COnst(2J2+1)exp(-EJ2/kT)(h･exp仁 Cl馴 )+exp(-<2困 )(2)
の形を仮定した.(EJ-BJ(I+1),Ca-100B/kTL)0 (2)に適当なパラメーターを




さらに,今回得た定常状態スペクトル (∫;40-60,1000K,3.5Torr)に対 し,Ar で
はⅢでのR49-7･2,Q+V-o･92に対しT- 950K,T1-35,T2-350,A-4,























populationが少なくなる.一方, BandHead部 (低い J)と高いJ付近の寿命から低
い′の振動緩和レー トがかなり小さく評価される｡(*)にさらに, (¢+)Fの′ 依存
性まで含めることによって,低いJでのPopulationの相違は回復され,(2)tまexponent項
の意味をより明確にして改良される｡
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